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この本は韓国 光州市立美術館名誉館長の河正雄（ハ・ジョンウン、1939～）

がコレクションした作家関根伸夫に関する資料を整理、編集した資料集です。 
河正雄は在日２世の韓国人で貧困や苦難を乗り越えて身を立てた実業家です。

子供の頃から絵が好きでプロの画家になりたかったものの その夢を果たせな

かったことから美術作品の収集を始めました。しかし河正雄は普通の収集家と

は一線を画しています。河正雄コレクションは「祈りの美術」です。美術を通

して社会的に虐げられた人々、歴史の中で犠牲になった人々を慰霊し、「二つの

祖国」である日韓両国に相互理解と交流の「心の懸け橋」を架けたいという願

いが込められています。自身は美術品を所有せず、一生をかけて集めた１万点

余の作品を韓国や日本の国公立美術館に寄贈していることからメセナ運動家と

して高く評価されています。 
関根伸夫（1942－2019、さいたま市出身）は《位相－大地》で戦後日本の美

術界に大きな変革をもたらした「もの派」の作家です。パブリックアートの制

作に重点を置き、駅前広場をはじめ公園や公共空間、各種モニュメントという

〈環境美術〉のパイオニアとして試行錯誤を続けていましたが、2019 年５月に

滞在先の米ロサンゼルスで死去しました。 
二人が出会ったのは 2009 年です。関根伸夫から河正雄に届いた１通の手紙

がきっかけでした。その後二人の往復書簡と交流を通じて「散華」（全羅南道霊

岩郡立河正雄美術館所蔵）が生まれました。 
「散華」は全羅南道の郡花ツバキと河正雄さんが育った秋田県角館のシダレ

ザクラ、日本に千字文と論語を伝えたとされる霊岩出身の王仁博士がモチーフ。

「もの派」の関根伸夫の技法と優れた芸術性、二つの故郷への望郷の念と平和

を願う河正雄さんの想いが昇華した優れた作品といえるでしょう。また関根伸

夫の彫刻作品 9 点も河正雄コレクションに加わり、釜山市立美術館に寄贈され

ています。 
この資料集を通じて、河正雄と関根伸夫の交流の軌跡、関根伸夫が作品に込

めた想い 河正雄コレクションが果たした社会的役割を知るうえでの一助とな

ることを願っています。 
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ジャーナリスト 埼玉新聞記者。
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らし部長、編集委員などを歴任。
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